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研究成果の概要（和文）：ストレスの管理やストレス関連疾患の予防のために、ストレスの客観的評価法の確立が求め
られている。本研究では、爪から測定できるストレス関連ホルモン（コルチゾール、デヒドロエピアンドロステロン）
に注目して、長期的なストレス状況（6か月に及ぶ看護実習）におけるこれらのホルモンの変動を検討した。対象は看
護実習に参加する18名の学生であり、看護実習の時期に該当する爪部位を採取した。その結果、看護実習に参加した学
生では、統制群（20名の実習に参加しなかった群）よりも爪のコルチゾール値が高いことが示された。しかしながら、
爪の成長速度などの問題点も同時に明らかになり、今後の検討の必要性が示された。

研究成果の概要（英文）：An objective assessment of stress is needed to manage stress and prevent the 
development of stress-related disease. In this study, we investigated the variations of fingernail 
cortisol and dehydroepiandrosterone in response to prolonged stress (a six-month nursing practice). 
Eighteen students who participated to the practice provided fingernail samples, in which the timing of 
clipping fingernails were scheduled considering time lag of fingernail to migrate from the nail matrix to 
the tip of the nail. Results indicated that fingernail cortisol levels were higher in the students than 
those in the control group (20 students who did not participate to the practice). However, the results 
also indicated the importance of considering the growth rate of fingernail, which should be investigated 
in the future studies.
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１．研究開始当初の背景 
 現代社会においてストレスは大きな問題
となっており、ストレスを評価することは、
これらのストレスに関連した問題を考える
上で重要な課題である。このような中、最近
では手の指の爪から測定できるストレス関
連ホルモン（コルチゾール、デヒドロエピア
ンドロステロン（DHEA））について研究が
行われている。人の手の爪は形成される際に
毛細血管からホルモンが拡散することがわ
かっており、一定期間（例えば、2 週間）伸
びた爪からはその期間の生体内で分泌され
たホルモン量を評価できると言われている。
コルチゾールなどは従来、血液や唾液から測
定されることが多いが、これはその時点での
ホルモンの状態を比較的強く反映すると予
想される。一方で、爪試料は過去の比較的長
期間のホルモンの状態を示すと考えられる。
短期的なストレスよりは長期的なストレス
が健康を害することなども考えると、このよ
うな爪試料の特徴は、ストレス評価やその健
康影響を考える上で非常に大きな利点を有
しているといえる。しかしながら、爪試料の
コルチゾールや DHEA に関しては、研究が
始まったばかりであり、ストレスとの関連も
明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、爪試料から測定するホルモン

が長期的なストレスの影響を反映しうるか
という観点から、長期的なストレス状況とし
て 6 か月に及ぶ看護実習に注目し、長期的な
ストレスに対する爪のコルチゾールや
DHEA の変動を調べることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
看護実習に参加する女性の学生 18 名と参

加しない女性の学生 20 名（統制群）を対象
とした。対象者は健康に大きな問題がなく、
服薬習慣もない者であった。 
看護実習は 2014 年の 9 月下旬から 2015

年の 2 月にかけて実施された（図 1）。手の指
の爪は根元から先端に伸びるには 4～5 か月
を要すると考えられることから（Izawa et 
al., 2015）、2014 年 12 月、2015 年 1 月、3
月、5 月に爪を自身で採取させた。始めの 2
時点は実習の始まっていない時期、残りの 2
時点は実習中の時期を想定した。得られた爪
は郵送で回収し、先行研究（Izawa et al., 
2015）の方法なども参考に、洗浄、粉砕、抽
出、蒸発乾固の工程を経て、最終的に酵素免
疫測定によりコルチゾールおよび DHEA の
濃度を測定した。 
またそれとあわせて、各時期の主観的なス

トレス状態を把握するために、9 月上旬、10
月上旬、12 月上旬に短縮版 Profile of Mood 
States（POMS）への記入を求めた。この尺
度は、不安、抑うつ、疲労などの気分を測定
す る が 、 本 研 究 で は 、 Total Mood 
Disturbance（TMD）得点を算出し、これを 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 1 研究の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 2  実習群・統制群の Total Mood 
Disturbance（TMD）得点の変動 
 
 
統計的分析に用いた。 
 
４．研究成果 

TMD 得点について、時期（9 月～12 月）、
群（実習群、統制群）を要因とした線形混合
モデルによる解析を行った結果、時期と群の
交互作用が有意であった（F (2.0/72.0) = 3.32, 
p < .05）。図 2 に示すように、実習群は実習
中に主観的なストレス状態が高いことが示
された。 
爪コルチゾールについて、時期（12 月～5

月）、群（実習群、統制群）を要因とした線
形混合モデルによる解析を行った結果、時期
と群の交互作用が有意であった（F (3.0/35.0) 
= 2.92, p < .05）。図 3 に示すように、12 月～
3 月の爪のコルチゾールが看護実習に参加し
た群で高いことが示された。一方で、DHEA
では、時期の主効果は有意であったものの（F 



(3.0/34.4) = 3.62, p < .05）、群による差は認
められなかった（図 3）。 
このことから、爪のコルチゾールについて

は、長期的ストレス（看護実習）の影響を受
けて値が高かったことが示唆された。しかし
ながら、当初の仮説とは異なり、3 月のみな
らず、12 月、1 月に採取した爪でもコルチゾ
ールが高値を示した。本研究では、30～40
歳の労働者の研究結果（Izawa et al., 2015）
から手の指の爪は根元から先端に伸びるの
に 4～5 か月を要すると想定したが、本研究
では若い女性が対象者であり、その時間差は
それよりも早い 3 か月程度であったため、こ
のような結果になったと推測された。したが
って、爪試料のステロイドホルモンが長期的
ストレスの影響を反映しうるかという点に
ついては、部分的に支持された結果となった。
爪のコルチゾールについてこのような検証
をしたデータはまだ報告されておらず、今後、
さらに研究データの蓄積が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 実習群および統制群の爪試料中のコル
チゾール（上図）および DHEA（下図）の変
動（平均と標準誤差） 
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